水漁機構第051号

平成24年4月20日
平成２４年度サバイバル訓練・講習会実施要領
（目的・対象）
漁船事故は全国各地で発生しており、漁船の海難及び海中転落による死者･行方不明者は全ての船舶の中で最も多い年間100名近くにも及んでいることから、それら死亡･人身事故を減少させ、安全操業を図ることを通じ、次世代の漁船漁業の担い手を確保・育成することが求められています。
　このため、平成２４年度においては、漁業者等を対象に操業の安全に関する普及啓発を行うことを目的としたサバイバル訓練・講習会事業を実施します。

(サバイバル訓練・講習会の内容)
１．対象開催回数
　24年度事業として、全国40ヵ所程度。
２．開催時期
　各漁協及び団体等が希望する時期に実施する。
３．開催場所
　各漁協及び団体等が希望する場所において実施する。
　実　習：地元漁港やプールなど
講義等：漁協等の会議室等を利用
４．主な開催内容
　①海難に遭わないようにするための注意事項（海難防止対策）
　②海難が発生した場合の対処方法
　③ライフジャケットの常時着用推進について
　④ライフジャケットを着用した実習訓練など
　⑤ライフジャケットの作動体験とメンテナンスについて
　⑥ロープワーク（縄梯子の作り方）及び這い上がり体験
⑦漁船火災防止、消火訓練等
　⑧海中転落者の救助方法について
　⑨自然災害に対する注意事項

　⑩新型ライフジャケットの紹介

５．開催費用（補助対象経費と補助基準）
　　講師謝金：　＠12,000円以内
訓練員日当：＠ 2,300円（飛び込み要員）
　　講師旅費：日当2,300円（但し、謝金を支給した日の日当は支給しない。）
　　　　　　　宿泊9,000円／泊
旅費；公共交通機関の利用運賃は実費を支給。但しグリーン料金は不可　
役務費　：救命いかだ整備費等　

消耗品費：ライフジャケット及び交換ボンベ等（実費）、事務用品等

　　用船料　：漁船借り上げ費用：＠15,000円以内
　　通信運搬費：宅配便代等
　　複写費　：資料等コピー代等
　　会議費　：漁協等会議室使用料（実費）、
 　 雑　費　：お茶代等（実費）他の費目等に該当しない経費　
　

注１．かかった経費の領収書等帳票書類はきちんと整理し保管しておいて下さい。
　注２．特に講師謝金・旅費、訓練員日当、用船料等、個人への支払については原則
振込にて支払って下さい。（直接本人宛に送金して下さい。但し講師旅費のみ、

先方の意向で、講師の所属先に振込むケースも認めます。）
　　注３．原則、定額で補助しますが、講習会の開催件数等により、補助額を調整する場合があります。

６．手続き書類等

　サバイバル訓練・講習会の開催に当たって、また、実施後の経費請求及び実績報告等に係わる手続きは、以下の書類を必要に応じ提出して下さい。

（１）申請書
　　平成２４年度サバイバル訓練・講習会　開催申込書　････････････････様式１
（２）精算請求書

　①請求書（ＮＰＯ法人　水産業・漁村活性化推進機構宛）･･････････････様式２
　　　　※ＮＰＯ水漁機構へ直接提出

　②平成２４年度　サバイバル訓練・講習会経費 ･･･････････････････････様式３
　③サバイバル訓練・講習会に係る講師旅費及び謝金計算書･･････････････様式３－１
　④サバイバル訓練・講習会　訓練員日当・用船料振込明細･･････････････様式３－２
（３）報告書等

　①平成24年度サバイバル訓練・講習会　実施内容 ････････････････････様式４
②各開催団体作成の報告書

※様式は各団体のもので構いませんが、式次第又は案内文書、参加者名簿及び
写真は必ず添付して下さい。
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